
【
当
日
参
列
の
方
】 

◆
事
前
の
申
し
込
み(

人
形
の
提
出)

は
、
不
要
で
十
五
分
前
を
目
安
に

神
社
ま
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。 

神
職
奉
仕
の
上
、
皆
様
と
ご
一
緒
に
大
祓
式
を
斎
行
致
し
ま
す
。 

『
年
越

と
し
こ
し

の
大
祓
式

お
お
は
ら
え
し
き

』
の
御
案
内 

『
大
祓
』
と
は
、
毎
年
六
月
と
十
二
月
に
行
わ
れ
、
日
頃
知
ら
ず
知
ら
ず
の
う
ち
に
犯
し
て
い
る
過
ち

ち
・
心
身
の
穢
を
「
人
形
」
に
移
し
、
祓
い
清
め
る
日
本
古
来
よ
り
の
神
事
で
ご
ざ
い
ま
す
。 

年
越
の
大
祓
式
は
、
新
し
い
年
を
お
迎
え
す
る
に
あ
た
り
、
夏
越
の
大
祓
以
降
半
年
間
に
積
も
っ
た
罪
穢

を
祓
い
清
め
、
清
く
明
る
く
正
し
く
直
な
心
身
に
立
ち
返
る
べ
く
執
り
行
っ
て
お
り
、
秋
保
神
社
に
お
き

ま
し
て
も
大
神
様
の
御
心
に
寄
り
添
い
新
年
を
明
る
く
御
壮
健
に
お
迎
え
頂
け
る
よ
う
お
祈
り
申
し
上

げ
、
十
二
月
第
四
週
の
日
曜
日 

午
後
三
時
よ
り
『
年
越
し
の
大
祓
式
』
を
、
そ
し
て
此
の
年
に
頂
い
た
御

加
護
に
感
謝
す
る
『
歳
晩
祭
』
を
執
り
行
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
ご
参
列
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
、
ご
案
内

申
し
上
げ
ま
す
。 

 

氏
名
・
年
齢 

車両番号 

運転者名 

鎮
座
地 

秋
保
町
長
袋
清
水
久
保
北
二
二 

電 

話 

〇
二
二―

三
九
九―

二
二
〇
八 

秋
保
神
社 

【
当
日
参
列
で
き
な
い
方
】 

◆
ご
自
宅
に
お
い
て
袋
よ
り
一
人
一
枚
の
人
形
を
取
り
出
し
、
罪
穢
が
移

る
よ
う
念
を
込
め
、
頭
か
ら
足
ま
で
全
身(

特
に
不
調
の
所
は
念
入
り

に)

を
撫
で
ぬ
ぐ
い
、
人
形
に
三
度
息
を
吹
き
掛
け
、
最
後
に
氏
名
と

年
齢
を
記
入
し
、
袋
に
納
め
ま
す
。 

車
形
は
車
の
内
外
を
撫
で
、
車
輌
番
号
・
運
転
者
名
を
記
入
し
て
袋
に

納
め
ま
す
。 

終
わ
り
ま
し
た
ら
、
袋
（
申
込
書
）
に
住
所
・
氏
名
と
そ
の
下
に
家

族
の
人
数
を
記
入
し
、
事
前
に
神
社
に
お
持
ち
頂
く
か
、
各
地
区
総

代
ま
で
お
届
け
く
だ
さ
い
。
郵
送
で
も
受
付
致
し
ま
す
。 

◆
初
穂
料
は
原
則
お
心
持
ち
で
す
。 

 
(

※
目
安
と
し
て
一
戸
二
千
円
と
、
ご
家
族
分
で
一
人
三
百
円
程
度) 

◆
人
形
・
車
形
を
お
求
め
や
不
足
の
際
は
、
神
社
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。 

◆
神
事
終
了
後
、
お
申
込
み
の
方
へ
大
祓
修
符
と
茅
の
輪
御
守
、
各
自
の

身
守
を
授
与
致
し
ま
す
。 

 

【人
形
・
車
形
の
記
入
の
仕
方
】 


